
２年 「相手や目的に応じた話し方をしよう」

時 学習活動 電子黒板活用のポイント

１ 5 ○学習の見通しをもつ。 ○パワーポイントで資料提示

・相手による話し方の変化について ・使用するカードの提示

考える。

相手や目的に応じた話し方をし

よう

10 ○どの写真を使って誰に何を伝える ・学習シートの提示

かを決め学習シートに記入する。 ・文化祭の写真を一覧表示

10 ○メモを基に報告の練習をする。

・個人

・グループ

聞き手は良かった点，アドバイス，

感想を話し手に伝える

20 ○全体の場での報告をする。 ・発表者が自分選んだ写真を拡大表示

5 ○学習のまとめをする。

「相手カード」と「目的カード」から一枚

ずつ選んで，文化祭についての報告をする

モデル提示をする。

文化祭の写真を一覧表示。どの写真を資

料として提示し報告するかを決めさせる。

一覧表示されている写真をタッチすると，

その写真が拡大表示される。画面に書き込

みをすることで，強調したい点を相手に効

果的に伝えることができる。

生徒が持参した写真等の資料を用いたい

場合は，書画カメラで映し出すとよい。



２年 「オリジナルの歳時記をまとめ俳句を作ろう」

時 学習活動 電子黒板活用のポイント

１ 10 ○学習の見通しを持つ。 ○俳句，歳時記についての資料提示

・俳句，歳時記の概要を知る。 資料集と「インターネット歳時記」を活用

２組オリジナルの歳時記をまと ○生徒が考えた秋の季語を画面に提示

め俳句を作ろう

○KJ法の要領でカードを移動・分類

10 ○季語を分類する。

15 ○歳時記を基に俳句をつくる。

10 ○俳句を推敲する。

5 ○学習のまとめをする。

分類前

分類後

分類の途中

課題で考えさせた季語を事前に電子黒板

の画面上で手書きして入力，データ化。

カードの色は作成時に選択することがで

きる。

全員分の季語を提示して関心・意欲の向

上を図る。

電子黒板の手書きメモ機能を活用する。

タッチ操作で画面上のカードを自由に動か

すことができる。

教科委員の生徒が，全体の意見を聞きな

がら操作・分類して見出しをつける。

分類した画面は保存した上でそのまま提

示しておいた。

一度保存したものは，後で呼び出した時

に，改めてカードの位置を変更することも

可能である。
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２年 「『徒然草』を読んで兼好法師の考え方に対する自分の意見をまとめよう」

時 学習活動 電子黒板活用のポイント

１ 10 ○単元の見通しを持つ。 ○「NHK 10min.ボックス 古文・漢文」の動画を

・「徒然草」の動画を視聴し，作品 提示

の背景について知る。

・「徒然草」第55段を例に賛成と反 ○パワーポイントで資料提示

対，それぞれのモデルを見る。 「徒然草」 第55段を例にしたモデル提示

「徒然草」第121段についてモ

デルにならって考えをまとめる。

15 ○第121段を音読し，あらましをつ ○「徒然草」 第121段を提示

かむ。 画面を見ながらの一斉音読

15 ○学習シートに，次の４項目につい ○「考える視点」を提示

てそれぞれ記入する。

（ａ）この章段の大まかな内容

（ｂ）動物を飼うことについての兼

好法師の考え

（ｃ）兼好法師のものの見方や考え

方に対する自分の考え・感想

（ｄ）（ｃ）のように考えた理由

7 ○動物を飼うことについての考えを

紹介し合う。

3 ○学習のまとめをする。

一つのシーンの再生時間が約１分（全体で10分）の動画。

作品の朗読，時代背景などがまとめられている。

画面に視線を集中させることで，読みの

指導の効果を高められる。

画面上の歴史的仮名遣いの部分に線を引

かせ，現代仮名遣いを書き込ませることな

どもできる。書き込んだものを保存するこ

とが可能で，書き込みだけを消去して再度

利用することもできる。
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２年 「『徒然草』を読んで兼好法師の考え方に対する自分の意見をまとめよう」

時 学習活動 電子黒板活用のポイント

２ 5 ○学習の見通しをもつ。 ○目次画面の提示

選んだ章段について，兼好法師

のものの見方や考え方をとらえ，

自分の考えとともにまとめる。

12 ○選んだ章段の原文を音読する。 ○原文を提示する

18 ○選んだ章段について，兼好法師と ○まとめ方のモデルを提示

それに対する自分の考えを学習シ

ートにまとめる。

10 ○同じ章段を選んだ者同士で交流す ○交流のポイントを提示

る。 ○時間の提示

5 ○学習のまとめをする。

本時に扱う章段の目次にあたる画面を提

示する。カードにタッチすると，その章段

の原文のページが開かれる。

電子黒板に提示した原文を音読させる。

仮名遣い等について，画面に書き込みを

させながら正しく読めるようにさせる。

読むのにつかえたとき「ここからもう一

度読むよ」などの指示が確実に伝わり，練

習をスムーズに進めることができた。

原文と現代語訳を対照させながら，内容

を正しくとらえることや，賛成または反対

の立場をとる理由を具体的に書くよう指示

をする。
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２年 「『徒然草』を読んで兼好法師の考え方に対する自分の意見をまとめよう」

時 学習活動 電子黒板活用のポイント

３ 5 ○学習の見通しをもつ。 ○前時の学習内容を提示

「徒然草」を読んで感じたこと

や考えたことを交流する。

10 ○班で交流する。 ○交流の時間を提示

発表する章段の内容を要約した上

で，自分の考えとともに伝える。

30 ○全体で交流する。 ○発表する章段を提示する。

・一つの章段につき，一人の発表と

する。

・感想や意見の相違がある場合は発

表する。

2 ○学習のまとめをする。

3 ○単元のまとめをする。

メンバーの中のタイムキーパーが時間を

確認しながら進行を促す。

キーセンテンスを拡大表示したり，ライ

ンを引いて目立たせたりすることを発表す

る生徒（あるいは補助する生徒）に行わせ

る。

他の章段や文庫本等を紹介し，読書活動

につなげる。
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２年 「新聞で得た情報を比較しよう」

時 学習活動 電子黒板活用のポイント

１ 10 ○学習の見通しをもつ。 ○同じ試合結果を報じた２紙の記事を並べて提示

・２紙の新聞記事を比較し，違いを

見つける。

新聞で得た情報を比較して自分 ○学習シートを用いた比較ポイントの説明

の考えをまとめよう

25 ○同じ話題の記事を収集した者同士

で交流，比較をし，自分の考えを

まとめる。

（比較のポイント）

・見出しの用語

・記事の要約

・書き手の着眼点の相違

・事実の伝え方

○交流の時間を提示

10 ○全体交流，発表をする。 ○新聞記事を用いた発表

5 ○学習のまとめをする。

２つの地方紙を並べて提示し，見出し，写真

等の違いについて考えさせる（ここでは実際の

紙面イメージとWeb版の記事を使用）。

インターネット上の新聞記事は，Web版として

横書きされたものが多いが，実際の紙面イメー

ジをデジタル配信する動きが広がり始めている。

書画カメラで学習シートを映し出し，書

き込みを行いながら説明をし，共通理解を

図る。

発表する生徒の新聞記事を書画カメラで

映し出す。

電子黒板では，見出しや写真を拡大する

操作や強調したい部分に線を引いたりペン

で囲んだりすることが画面上で行える（線

を引くために新聞紙や学習シートのところ

に動く必要がない）。そのことにより，話し

手も聞き手も発表に集中することができる。
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２年 「あこがれを書で表そう」

時 学習活動 電子黒板活用のポイント

１ 10 ○単元の見通しをもつ。 ○電子黒板への作品提示

○モデル作品の拡大提示

選んだ漢字の行書の特徴を確か

め，作品のイメージづくりをす

る。

10 ○選んだ漢字について，行書での書 ○教科書巻末の行書一覧表を提示

き方を教科書等で調べる（筆順

も確認する）。

25 ○学習シートに作品のデザインを書 ○生徒の学習シートを提示

く。

5 ○学習のまとめをする

はじめに作品の実物をモデルとして提示す

る。その後に書画カメラで作品を映し出し，

実物提示では見えない部分を見えるようにし

て説明をする。

行書の特徴について，電子黒板上の作品

「風」の文字に生徒に線を引かせるなどし

て全体で確かめる。

デザインする活動の途中で行書の特徴を

とらえて書くことができている生徒の学習

シートを書画カメラで映して，好事例とし

て紹介する。書画カメラで撮影できるので，

学習シートはすぐ返却して活動を続けさせ

る。

デジタルカメラ等で撮影しても同じよう

に提示することができる。
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２年 「あこがれを書で表そう」

時 学習活動 電子黒板活用のポイント

２ 5 ○学習の見通しをもつ。 ○前時の学習内容を提示

○行書の特徴を再確認する。

行書の特徴を意識しながら作品

づくりをしよう。

5 ○文字の外形，線質による作品イメ ○教師の範書を提示

ージの違いについて考える。

30 ○半紙に書く。

5 ○作品の選定と提出。

5 ○学習のまとめをする。 ○課題の提示

範書

動画再生しながら説明

データ保存しておいた生徒の学習シート

を提示し，作品のイメージと行書の特徴を

想起させる。

教師の範書を書画カメラで映して見せる。

同時に録画機能を使い，動画ファイルとし

て保存する。

保存したものを再生しながら，補足説明

をする。画面上にペン機能を使って書き込

みをしてポイントを示すことができる。

書き方がわからないところなど，質問に

応じて適宜アドバイスをする。全体に関わ

る内容については，書画カメラを活用して

筆遣いを見せる。

書画カメラで学習シートを映し，次の時

間の清書に備えて，紹介文の内容・構成・

書体を確かめてくるよう指示する。
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２年 「あこがれを書で表そう」

時 学習活動 電子黒板活用のポイント

３ 5 ○学習の見通しをもつ。 ○モデル作品の提示

作品を完成させ，お互いに交流

し合おう。

10 ○台紙（Ｂ４）に作品を貼り，紹介

文を丁寧に記入する。

10 ○作品のグループ内交流をする。

・あこがれの人

・その字を選んだ理由

・毛筆で書くときに意識した点

20 ○全体交流をする。 ○発表者の作品提示

5 ○学習のまとめをする。

モデルを提示することにより，完成のイ

メージをつかませる。実物も並べて掲示す

る。

発表者に，毛筆で書くときに意識した点

について，画面上の作品を指し示しながら，

発表させる。

あこがれの人の名前を隠した状態で予測

させると，聞き手の集中力が一層増した。


